
 

 

2016年 5月 31日  

                                   

 京都タワー株式会社 

京都鉄道博物館 

 

 6 月 2日(木)より販売開始！話題の施設とのコラボ  

京都タワー×京都鉄道博物館セット入場券 
～京都駅・梅小路エリアの観光施設をおトクに楽しもう～ 

京都タワー株式会社（京都市下京区、代表取締役社長：小川雅人）と京都鉄道博物館（京都市下京区、

館長：三浦英之）は、6月 2日(木)より京都タワーと京都鉄道博物館のセット入場券の販売を開始いたします。 

JR京都駅周辺の観光施設をお楽しみいただけるよう

企画された本チケットでは、4 月 29 日(金・祝)の    

オープン以来、話題となっている京都鉄道博物館と、  

駅前で 50 年以上にわたり愛されてきた京都タワー  

展望室へおトクにご入場いただけます。 

京都鉄道博物館では、「地域と歩む鉄道文化拠点」

をコンセプトに、SLや新幹線など 53両の車両の展示を

はじめ、さまざまな体験・展示コーナーが充実しており、

鉄道の歴史や安全を学ぶことができます。また、京都 

鉄道博物館から徒歩圏にある京都タワーでは、京都の

街を一望できることはもちろん、最新型のタッチパネル式

観光案内モニターで寺社仏閣の情報を入手できます。 

本企画を導入することで、京都駅前・梅小路エリアの

観光施設として、相互に驚きや発見を提供し、事業 

活動を通して地域活性化に貢献したいと考えておりま

す。 

 

■京都タワー×京都鉄道博物館セット入場券 概要■ 

【販売期間】 

2016年 6月 2日(木)～2017年 3月 31日(金) 

【販売価格】 

大人 1,730円 大学・高校生 1,400円 小・中学生 850円(すべて税込) 

(セット入場券購入時の価格です。大人通常価格：京都タワー770円・京都鉄道博物館1,200円) 

【販売場所】 

京 都 タ ワ ー：京都タワービル1階展望券売り場および、展望室1階(京都タワービル11階) 9:00～20:40 

京都鉄道博物館：京都鉄道博物館エントランスインフォメーション 10:00～17:00 

※各施設において単体での入館券を購入後に、セット入場券への変更はできません。 

※セット入場券は、購入後の払い戻しはできません。 

【お問い合わせ】 

京 都 タ ワ ー ( K y o t o  T o w e r ) 

住 所：〒600-8216 京都市下京区烏丸通七条下ル(JR 京都駅前) 

T E L：075-361-3215(9:00～21:00) 

NEWS RELEASE 

（チケット券面イメージ） 



 

 

 

 

 

 

営業時間：9:00～21:00(最終入場 20:40) 

※セット入場券に関する情報は下記よりご覧いただけます。 

https://www.kyoto-tower.co.jp/event/2016/05/kyoto tower-railway-ticket.html 

 

京都鉄道博物館(kyoto railway museum) 

住 所：〒600-8835 京都市下京区観喜寺町 

T E L：075-323-7334(10:00～17:00) 

営業時間：10:00～17:30(最終入場 17:00) 休館日：毎週水曜日、年末年始（12/30～1/1） 

 

 

■ 京 都 タ ワ ー ■ 

1964 年、東京オリンピック開催の年に開業し、2014 年に

は開業 50 周年を迎えた京都タワー。京都の玄関に    

ふさわしい塔を…と計画、創建された。京都市街で最も高い

地上131 メートルという高さを誇り、展望室からは寺社仏閣

や電車など、京都の街の様子を一望できる。また、マスコット

キャラクター「たわわちゃん」をモチーフとした「たわわちゃん  

神社」でのお参りができるほか、観光情報を無料で入手  

できるタッチパネル式観光案内モニターも設置。夜間には

LED ライトアップされた京都タワーの写真を撮る人で、駅前

がにぎわうことも。京都タワービル内には、ホテルやレストラン、

大浴場などの施設が揃う。 

 

 

■京都鉄道博物館■ 

2016年4月29日、鉄道の歴史を通して日本の近代化の

あゆみを体感していただける「京都鉄道博物館」が、伝統を

重んじながらも常に革新を続ける京都の地に開業。基本コン

セプトは「地域と歩む鉄道文化拠点」。 

博物館として、学校教育、周辺施設など、地域との連携を

図り、地域の活性化に寄与するとともに「見る、さわる、体験 

する」をテーマにした展示を展開し、誰もが楽しむことができる

「学びの場」となることを目指す。本館 3 階にあるスカイテラス

からは、京都タワーをはじめとした京都の街並みを背景に、 

本物の鉄道が走行する風景を楽しむこともできる。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.kyoto-tower.co.jp/event/2016/05/kyoto%20tower-railway-ticket.html

